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金石中学校

28人

ホロレンズと消火器（中身は空）を使用して疑似的に消火活動を行

い、消火器の使用方法について学ぶ

事業を行う中で実際に体験した生徒からは、「あまり使ったこのない

VRゴーグルが楽しかった」や「消火器も本物みたいに重くてとてもい

い体験になった」など、デジタル技術を活用したことの利点を実感す

ることができた。しかしながら、ゴーグルの数が3台しかなく28人全員

に体験してもらうのに1時間も要してしまったことは今後の改善点であ

ると思う。　　以下感想をいくつか挙げる　・消火器が想像以上に重

くてびっくりした　・消火器が15秒しか出ないことを初めて知った

・炎が思ったよりもリアルで実際に火を消しているみたいだった　・

消火器の使い方がしっかり分かった　・自分の家にも消火器がないか

探してみたい

令和7年11月10日

令和７年度協働のまちづくりチャレンジ事業　中間活動報告

石川高専大和研究室 担当者氏名 清丸　航乃亮

金石中学校での消火器使用体験

記入日　：　令和７年　　11月　28日


